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平成２６年７月２１日（月・祝） 《奈良県山の日・川の日》

「奈良県山の日・川の日」の７月２１日（月・祝）に、『亀の瀬地すべり見学会』を開催しまし
た。
今回の見学会には６９名の方に参加いただき、亀の瀬地すべり資料室（大阪府柏原市大
字峠）で地すべり対策の重要性などを聞いてもらうとともに、実際に対策工の中も見学して
いただきました。また、地すべり対策工事によって発見された旧国鉄関西本線の鉄道トンネ
ルにも入ってもらいました。

亀の瀬地すべり施設見学会を開催しました！

地すべり対策の紹介

流域広報レポート

対策工の中の見学

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
〒５８３－０００１ 大阪府藤井寺市川北３－８－３３ ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

模型やパネルを使った紹介 映像を使った紹介 亀の瀬地すべり資料室の展示物

排水トンネル入り口 排水トンネル内部を見学集水井を上から覗き込む様子
地すべり面に触れて
いる様子

旧国鉄関西本線の鉄道トンネル見学

このトンネルは、昭和７年の大規
模な地すべりで崩壊したと思われ
ていましたが、平成２０年１１月、
約８０年ぶりに発見され、平成２５
年２月に柏原市の有形文化財に
指定されました。

参加された方々からは、地すべりの規模や施設の大きさについて驚きの声をいただい
たほか、万が一地すべりが発生したらどれほどの被害が生じるのか、といった質問もあり、
そうした質問への受け答えを通じて、地すべり対策事業の重要性についてご理解いただ
けたと思っています。

トンネルの紹介 当時のレールなどの部品 先は土砂で埋まっている


